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2. 現場における問題点 

 

〇高校グラウンド内での作業の為、作業期間・作業日・作業時間に制限がある。 

 

11 月 22 日の工期開始の翌日の 11 月 23 日に学校にて打合せを行った。 

 学校との打合せにより、下記の要求事項がありました。 

 

① 発注時の施工条件事項は平成 30 年 12 月中旬から平成 31 年 1 月中旬間にグラウ 

ンド舗装及びバックネット周辺側溝工施工完了 

   

   → 野球部が年明けから練習をする為、バックネット周辺側溝工および野球部使用 

範囲のグラウンドを 12 月末には開放すること 

     （当初施工条件事項との相違） 

 

② 1 月中旬より体育の授業でマラソン大会の練習を行うので、多目的グラウンドを 

半分を開放すること。 

 

③ 野球部以外の部活動が活動できるよう、出来るだけ早くグラウンドを開放すること。 

 

④ 3 月初旬に野球部の練習試合があるため、それまでにグラウンドを全開放すること。 

（1月初旬に学校から要求） 

 

上記条件を満たすための、施工工程・施工計画の検討が重要となった。 

 

3. 工夫・改善点とのその結果 

 

学校との打合せにより、施工内容・施工条件・施工環境等を十分に把握しないなか、現

場をスタートしなければならなかった。 

   

① 1 ヵ月でグラウンドの一部の施工を完了させ、開放すること。 

② 事前調査、施工計画、設計照査、材料納入状況、協力業者の選定、仮設計画（現場

事務所・休憩所・安全施設）等の準備を早急に行う必要があること。 

 

 改善策 

① 工事内容及び開放エリアの把握 

 → 高校要求のエリアと現場理解に相違が生じないように、設計図に色分けを行い、



高校と範囲の確認を綿密に行った。  

    

＊図 1 

 

図 1 は、学校側の要求事項を反映し、設計 

                     図の色分けを行った。この図をもとに施工 

手順を考慮し、再検討を行った。 

                      

                      

                      

                      

                       ＊図 2 

 

 

図 2 は、施工手順・ダンプ経路等を考慮 

した、設計図の色分けである。 

                      

                      

                      

                      

                      

右記の図は図 2をもとに、各イベントの 

開放に向け協力会社と施工可能数量の打 

合せを実施した図です。 

 

学校及び発注者とは、11/28・11/30・ 

12/4 と、施工内容・施工手順・開放箇 

所・開放予定日等細かく打合せを行った。 

打合せにより学校、発注者、施工者の三者 

の共通理解のもと施工を開始した。 

 

 

 

 

 

 



4. まとめ 

 

今回の工事では、当初発注者（静岡県）と学校（静岡県教育委員会）との事前打合せが

不完全の中での工事スタートでした。お互いの考え方が違う中、グラウンド開放の遅れ

がないように工事を進めることができました。事前準備の際、会社からの協力・協力業

者の施工協力（土日作業・残業）があり、無事に学校希望日にグラウンドを開放するこ

とができました。 

施工開始前の準備期間が短い程、会社・協力業者の協力が必要なのがよく解りました。 


